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研究要旨 

全身性強皮症と多発性筋炎/皮膚筋炎は合併することがあるが、本研究では多発性筋炎/皮膚

筋炎の特異的自己抗体である抗 ARS 抗体陽性の全身性強皮症の患者の検討を行った。全身性強

皮症患者 195 例のうち 6 例(2.6%)で抗 ARS 抗体が陽性であり、臨床所見や検査所見についてま

とめた。 

 

Ａ. 研究目的 

多発性筋炎/皮膚筋炎の特異的自己抗体で

ある抗 ARS 抗体陽性の全身性強皮症の特徴を

明らかにする。 

 

Ｂ. 研究方法 

2007年から 2018年までの 12年間に当科で

全身性強皮症と診断された患者のうち、抗 ARS

抗体陽性の症例を抽出し臨床所見や検査所見

の検討を行った。 

 

Ｃ. 研究結果 

全身性強皮症 195 例のうち抗 ARS 抗体陽性

の症例は 6 例(2.6%)だった。全て女性、年齢

は 19-68 歳(中央値 44 歳)、全て limited 型、

レイノー 4 例、指趾潰瘍 0 例、筋炎 2 例、

間質性肺炎 5 例、腎病変 0 例、消化管病変 0

例(不明 1例)、心病変 0例、肺高血圧症 0例、

甲状腺疾患(橋本病) 1 例(不明 2 例)だった。

抗 ARS 抗体の内訳は J0-1抗体 3 例、PL-7 抗



体 2 例、不明 1 例だった。抗 ARS 抗体以外の

自己抗体はセントロメア抗体 1 例、Scl-70 抗

体 0 例、RNA-ポリメラーゼ III 抗体 0 例、

SSA 抗体 4 例、SSB 抗体 1例、U1-RNP 抗体 1

例でみられた。全身性強皮症以外の膠原病は

多発性筋炎/皮膚筋炎 3 例、関節リウマチ 1

例、混合性結合組織病 1例の合併がみられた。

悪性腫瘍は 1 例で合併がみられ、胃癌と腎癌

を合併していた。 

同期間に抗 ARS 抗体陽性の多発性筋炎/皮

膚筋炎と診断された 12 例のうち全身性強皮

症を合併したのは 2 例(16.7%)だった。以上の

結果を表１に示す。 

 

Ｄ. 考 察 

抗 ARS 抗体陽性の全身性強皮症は女性で

limited型が多く、間質性肺炎の合併も多い可

能性があった。SSA 抗体陽性だが、シェーグレ

ン症候群の合併例はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ. 結 論 

全身性強皮症単独で抗 ARS 抗体陽性を呈し

た症例はみられなかった。 

 

Ｇ. 研究発表 

1. 論文発表  なし 

2. 学会発表  なし 

 

 

Ｈ. 知的財産権の出願･登録状況 

  （予定を含む） 

1.  特許取得  なし 

2.  実用新案登録 なし 

3.  その他  なし 

 

 



表１ 発症の契機 

 


